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種子島におけるアシハラガニとコメツキガニの記録
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Abstract
　Helice tridens (De Haan, 1835) and Scopimera 
globosa (De Haan, 1835) were recorded based on 
specimens collected from three and five river mouths, 
respectively, on Tanegashima Island, northern Ryukyu. 
In contrast, their closely related species, H. epicure 
Ng, Naruse and Shih, 2018, and S. ryukyuensis Wong, 
Chan and Shih, 2010, which are endemic to the 
Ryukyu Islands, were not found. The island is likely 
the southernmost distribution limit for the two 
intertidal crab species inhabiting mainland Japan.

はじめに
琉球列島の陸水性カニ類においては，分類学

的研究の進展によって新種記載・日本初記録が相
次いでおり，その多くが琉球列島を地理的分布の
北限とするか，琉球列島固有種である（成瀬，
2016）．かつて琉球列島に分布するとされていた
タイワンアシハラガニ Helice formosensis Rathbun, 

1931，コメツキガニ Scopimera globosa (De Haan, 

1835) およびアカテガニ Chiromantes haematocheir 

(De Haan, 1833) の 3 種の琉球列島の集団は（Sakai, 

1976；三宅，1983；仲宗根・伊礼，2003; K. Sakai 

et al., 2006; Shih and Suzuki, 2008），台湾および日
本本土に分布する集団とは別種のリュウキュウア
シハラガニ H. epicure Ng, Naruse and Shih, 2018，
リュウキュウコメツキガニ S. ryukyuensis Wong, 

Chan and Shih, 2010，リュウキュウアカテガニ C. 

ryukyuanum Naruse and Ng, 2008 の琉球列島固有種
としてそれぞれ新種記載された．これら 3 種の記
載論文における分布北限は，リュウキュウアシハ
ラガニとリュウキュウアカテガニは奄美大島（Ng 

et al., 2018; Naruse and Ng, 2008），リュウキュウコ
メツキガニは沖縄島とされており（Wong et al., 

2010），いずれの種についても大隅諸島とトカラ
列島からなる北琉球における地理的分布は明らか
になっていなかった．

リュウキュウアシハラガニの記載以前，岸野
ら（2001）および三浦（2012）は奄美大島でアシ
ハラガニ H. tridens (De Haan, 1835) とタイワンア
シハラガニ両種を記録しており，三浦（2008）は
奄美大島では両種が混在するとしている．緒方ほ
か（2017）および川瀬ほか（2018）は奄美大島に
おいてアシハラガニのみを記録している．一方，K. 

Sakai et al. (2006) は，琉球列島の標本はすべてタ
イワンアシハラガニと再同定し，アシハラガニの
国内の分布を青森から鹿児島とした．ただし，こ
こでの鹿児島が九州本土までを指すのか，奄美群
島を含むのかは明らかでない．リュウキュウアシ
ハラガニの記載以後，鈴木（2020）はアシハラガ
ニの分布域に大隅諸島と奄美群島を挙げている
が，豊田・関（2019）はアシハラガニの分布南限
を種子島，リュウキュウアシハラガニの分布を奄
美大島以南としている．本州から奄美大島までの
地域でアシハラガニを含む 3 種の半陸生カニ類を
採集し，遺伝的集団構造を明らかにした Yuhara 

et al. (2024) は，奄美大島においてアシハラガニ
を採集していない．以上より，北琉球に分布する
アシハラガニ属はアシハラガニのみであり，リュ
ウキュウアシハラガニの分布北限は奄美大島であ
る可能性が高い．奄美大島におけるアシハラガニ
の分布は再確認が必要と考えられる．
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リュウキュウコメツキガニについては，鈴木
（2020）は大隅諸島に分布の可能性があることを示
した．奄美大島から西表島の集団について遺伝的
集団構造を明らかにした Kobayashi (2020) は，奈
良女子大学名誉教授の和田恵次博士からの私信情
報として種子島を本種の分布域に含めている．リュ
ウキュウコメツキガニ記載以後，コメツキガニの
分布南限は九州とされている（渡部，2014）．これ
らの 2 種については北琉球の分布の根拠が明らか
でなく，標本に基づく記録が必要な状況と考えら
れる．なお，三浦（2012），上野ほか（2015），緒
方ほか（2017），川瀬ほか（2018）は奄美大島から
コメツキガニのみを記録しているが，これらは古
い情報に基づく同定結果によるもので，実際には
リュウキュウコメツキガニであると推測される．

リュウキュウアカテガニについては，前之園

（2024）によって種子島産の標本について種同定
がなされ，種子島産のアカテガニ属はアカテガニ
に同定されるものの，形態的特徴を 2 種と共有す
ることが報告されている．

種子島と屋久島は，大隅海峡に昆虫の分布障
壁があるとする三宅線（江崎，1929），トカラ列
島 に 動 植 物 分 布 の 境 界 が あ る と す る 渡 瀬 線

（Okada, 1927; Komaki, 2021）の 2 つの動物地理境
界線に挟まれている．潮間帯に生息するカニ類に
おいても，種子島は琉球列島固有種の分布北限で

Fig. 1. Location of sampling sites (circles) on Tanegashima Island. 
The map data is obtained from the Geospatial Information 
Authority of Japan (https://fgd.gsi.go.jp/download/menu.php).

Fig. 2. Left suborbital ridge of (A) Helice tridens male and (B) H. 
epicure male.

Fig. 3. Photographs in life. (A) Scopimera globosa male dorsal 
view in Koorigawa River on Tanegashima Island and (B) 
S. ryukyuensis male dorsal view in Urauchigawa River on 
Iriomotejima Island.
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ある（例，ミナミコメツキガニ Mictyris guinotae 

Davie, Shih and Chan 2010；武田，1976；遠藤ほか，
2020）．一方で，種子島は日本本土に分布する種
の分布南限（例，ヤマトオサガニ Macrophthalmus 

japonicus (De Haan 1835)；和田，2012）でもある．
大隅諸島は浮遊幼生期に分散するカニ類において
も，分布域の南限・北限の縁辺域であり，生物地
理学的に重要な地域と言える．そこで，本研究で
は，種子島におけるコメツキガニ属 2 種およびア
シハラガニ属 2 種の分布を明らかにすることを目
的に，標本を採集し種を同定した．

材料と方法
2022 年 9 月 26 日，2024 年 9 月 17–18 日 に 種

子島の 5 つの河口域において徒手による採集を
行った（Fig. 1）．アシハラガニ属については雄の
みを対象とし，Ng et al. (2018) に基づいて，眼窩
下縁の稜線の形状および顆粒の数によって種を同
定した．コメツキガニ属については Wong et al. 

(2011) の検索表に基づいて種を同定した．比較標
本として，筆者の研究室で保管している奄美大島
および加計呂麻島のリュウキュウアシハラガニ，
徳之島のリュウキュウコメツキガニの標本と西表
島で撮影した画像を用いた．なお，本研究で使用
した標本は，南九州から琉球列島にかけての標本

との間でより詳細な形態学的および分子生物学的
比較のため著者の研究室にて 70% 液浸標本とし
て保管しており，将来的に鹿児島大学総合研究博
物館に登録する予定である．

結　果
湊川，郡川，大浦川の河口域で採集されたアシハ

ラガニ属の雄 10 個体（甲幅 20.2–30.2 mm）は，い
ずれも眼窩下縁の稜線の顆粒の数が 17 個を下回っ
ており（Fig. 2A），アシハラガニと同定された（リュ
ウキュウアシハラガニでは 19–26 個；Fig. 2B）．

上記河川に宮瀬川河口および城ノ浜海岸を加
えた 5 地点においてそれぞれ 10 個体以上のコメ
ツキガニ属を採集したが，いずれの個体も鰓域の
隆起は弱く，眼窩外角後方の横走隆起は後方へ向
かって拡がり（Fig. 3A），外顎脚長節の暗色模様
は不規則であったことから（Fig. 4A），コメツキ
ガニと同定された（リュウキュウコメツキガニで
は，鰓域は極めて隆起し，眼窩外角後方の横走隆
起はほぼ平行．背甲の粒状突起は分離し明瞭；
Fig. 3B．外顎脚長節の暗色模様は環状；Fig. 4B）．

考　察
本研究により，種子島には琉球列島固有種で

はなく九州以北に分布するアシハラガニとコメツ

Fig. 4. Close-up of external maxillipeds from preserved specimens, showing (A) randomly distributed dark patterns on the merus of 
Scopimera globosa and (B) a ring-like marking on the merus of S. ryukyuensis.
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キガニが生息することが確認された．両種は屋久
島 に お い て も 記 録 さ れ て お り（ 木 村・ 山 本，
1991），コメツキガニについては筆者も 2021 年に
屋久島で採集している（未発表データ）．トカラ
列島には両種が生息するヨシ原や干潟は発達しな
いことから，アシハラガニの地理的分布の南限は
北琉球か奄美大島のどちらか，リュウキュウアシ
ハラガニの分布の北限は奄美大島と考えられる．
岸野ほか（2001）が大阪市立自然史博物館に登録
した奄美大島産アシハラガニ標本の再確認ととも
に，同島におけるアシハラガニ属を対象とした分
布調査が求められる．

本研究ではリュウキュウコメツキガニは確認
されなかったが，本種の出現は北琉球においては
稀なのかもしれない．ミナミコメツキガニは種子
島を分布北限とする琉球列島固有種で（武田，
1976；遠藤ほか，2020），リュウキュウコメツキ
ガニに類似した食性と生息環境（Kawaida et al. 

2017），繁殖期（河内ほか，2006）を示す．種子
島におけるミナミコメツキガニの個体群サイズは
小さく（遠藤ほか，2020），本研究においても採
集を試みたが標本は得られず，トンネル式摂食の
生痕も確認できなかった．五島ほか（2024）が実
施したミナミコメツキガニ幼生の輸送経路の粒子
追跡シミュレーションは，種子島の北限集団は先
島諸島の集団からの幼生供給によって維持されて
おり，その加入量は先島諸島近海の東シナ海から
太平洋に南下する海流の発生規模によって変動す
ることを示唆した．石垣島，西表島のリュウキュ
ウコメツキガニは，ミナミコメツキガニよりも生
息密度が低い（河内ほか，2006; Kawaida et al., 

2017）．加えて，ミナミコメツキガニは琉球列島
内に遺伝的に均質な集団を形成しているのに対し

（Kobayashi et al., 2025），リュウキュウコメツキガ
ニは島嶼間・島嶼内に遺伝的に異質な集団が形成
されていることから（Kobayashi, 2020），リュウ
キュウコメツキガニはミナミコメツキガニよりも
浮遊幼生期を通じた移動分散が限られる可能性が
ある．したがって，種子島におけるリュウキュウ
コメツキガニの出現は，ミナミコメツキガニより
もさらに稀な現象と考えられる．
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